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１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 430,721 1.8 25,489 △8.9 26,043 △8.7 14,740 △76.5
2024年３月期第３四半期 423,256 4.4 27,993 36.8 28,517 32.5 62,699 417.0

(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 17,202百万円(△74.8％) 2024年３月期第３四半期 68,367百万円( 317.9％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 173.74 173.54

2024年３月期第３四半期 709.56 708.72

(注１)前連結会計年度において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前第３四半期連結累計期間に

係る数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映しております。

(注２)当社は、2023年12月１日を効力発生日として、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前

連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益を算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 544,216 279,196 50.4

2024年３月期 565,998 282,135 49.0
(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 274,088百万円 2024年３月期 277,067百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － － － 60.00 60.00

2025年３月期 － 45.00 －

2025年３月期(予想) 45.00 90.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 560,000 2.4 28,500 2.4 28,200 0.3 18,000 △70.6 212.99

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 －社（社名） 、除外 １社（社名）
エム・エム・プロパテ
ィ・ファンディング
（株）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

詳細は、【添付資料】12ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記
事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 89,045,086株 2024年３月期 91,977,886株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 5,521,068株 2024年３月期 5,186,470株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 84,842,251株 2024年３月期３Ｑ 88,362,941株

（注１）当社は、2023年12月１日を効力発生日として、普通株式１株を２株の割合で株式分割を行っております。前
連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期中平均株式数」を算定しております。
(注２)期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、「株式給付信託（J-ESOP）」の信託
財産として株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式を含めております。

期末自己株式数（2025年３月期３Ｑ 364,500株）
期中平均株式数（2025年３月期３Ｑ 283,988株）

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報あるいは想定できる市場動向などを前提としており、
不確実性が含まれています。実際の業績は、今後の様々な要因により、予想と異なる結果となる可能性がありま
す。なお、上記業績予想に関する事項は、【添付書類】６ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想な
どの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間においては、長期化する国際紛争や欧米における高金利水準の継続など、国際社会に

おけるさまざまな影響や世界経済の下振れリスクが生じています。国内においては、雇用・所得環境の改善のもと

緩やかな景気回復が続くことが期待される一方、物価上昇による家計や企業への影響は今後も継続すると考えられ、

引き続き国内外の情勢の動向を注視する必要があります。

そのような中、森永乳業グループにおいては「中期経営計画2022-24」のもと、当社グループならではの「健康価

値」と「おいしさ・楽しさ価値」の提供に努め、特に、国内外での健康ニーズの高まりを背景に、ヨーグルトや機

能性素材をはじめさまざまな健康課題に配慮した「健康５領域」商品の拡大や、当社の保有するビフィズス菌の価

値訴求に継続して取り組んでいます。

また、海外事業においては中長期での成長を目指し、主力となるMILEI GmbH（ミライ社）の安定的な利益貢献を

軸に、パキスタン、米国、ベトナム地域にてそれぞれ最適な事業展開を推進すべく取り組みを進めています。

一方で、原料価格および物流コストや人件費などの各種オペレーションコストについては、引き続きコストアッ

プの影響を受けています。これに対し、価格改定の取り組みに継続して努めるほか、利益率の高い事業や商品の拡

大によるプロダクトミックスの改善、グループ全体でのコストの見直しなどをさらに推進させるなどの対応を図っ

ています。

＜当期の主な取り組み事項＞

当期は「中期経営計画 2022-24」の最終年度となります。激変する環境に対応しながら、さらなる企業体質およ

び事業の強化に努めるべく取り組みを進めています。

■ 原料乳・原材料・エネルギーコストおよび各種オペレーションコスト上昇への対応

➣ 価格改定、プロダクトミックス改善、合理化などあらゆる対応によりコスト上昇の影響を最小限に抑制

■ 「中期経営計画 2022-24」「サステナビリティ中長期計画2030」に沿った取り組みの推進

➣ 当社グループならではの「健康価値」と「おいしさ・楽しさ価値」を追求した、お客さまのニーズに応

える商品・高付加価値商品の提供とその価値訴求

➣ 栄養・機能性食品事業を中心に、ヨーグルトや機能性素材を始めとするさまざまな健康課題に配慮した

「健康５領域」商品の拡大とビフィズス菌の価値訴求

➣ 海外事業の中長期的な成長に向けた取り組みの推進

➣ 当社グループの基盤となる主力食品事業の収益基盤の強化、ＢtoＢ事業の拡大

➣ 経営基盤のさらなる強化に向けた成長分野への投資

・2025年４月稼働予定：神戸工場製造棟増築

・2025年４月以降順次稼働予定：神戸工場アイス製造設備、ほか

➣ 資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応

・2024年５月発表：「収益性・効率性の向上」、「バランスシート方針のアップデート」、「ＩＲ・コ

ーポレートガバナンスの強化」の３点に取り組み、企業価値の向上を目指す

・特に「バランスシート方針のアップデート」に基づき、株主還元を強化

➣ サステナビリティ経営の推進に向けた取り組み

・本業を通じた健康への貢献、気候変動・プラスチック問題など環境課題への対応、人権・多様性への

配慮、グループ全体のサステナビリティ意識の浸透など
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こうした取り組みの結果、当社グループの連結売上高は増収となりました。栄養・機能性食品事業および主力食

品事業においては、ビバレッジ、アイスなどの価格改定効果や、機能性ヨーグルト、「マウントレーニア」などの

高付加価値商品の提供に努めました。底堅い需要や価格改定効果を背景としたＢtoＢ事業の増収などもあり、全体

でも増収となりました。

連結の営業利益では、原料価格や物流費、人件費など各種オペレーションコストを中心に、引き続きコストアッ

プの影響を受けました。これに対し、価格改定や利益率の高い事業や商品の拡大によるプロダクトミックスの改善、

グループ全体でのコストの見直しなどをより一層推進しました。海外事業は中長期での成長を目指した取り組みを

推進した一方、前期に拡大したMILEI社の反動減が第１四半期に大きく影響したことやその他の子会社の回復の遅れ

などもあり減益となりました。そのほか、売上拡大のための積極的な販促費支出や、主要国内子会社の減益影響な

どもあり、グループ全体では減益となりました。なお、当第３四半期３ヵ月間（10～12月）では国内および海外事

業においてそれぞれ計画に沿った取り組みを進めた結果、増益となっています。

また、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、前第１四半期に東京工場跡地売却による特別利益と

して657億円を計上したことなどにより大きく減益となりました。

連結売上高 430,721百万円 （前年比 1.8％増）

連結営業利益 25,489百万円 （前年比 8.9％減）

連結経常利益 26,043百万円 （前年比 8.7％減）

親会社株主に帰属する四半期純利益 14,740百万円 （前年比 76.5％減）

2025年３月期第３四半期営業利益増減要因

＜森永乳業グループ10年ビジョンと「中期経営計画 2022-24」について＞

当社グループは10年先を見据えた「森永乳業グループ10年ビジョン」を、2019年４月に制定しています。当ビジ

ョンでは、「『食のおいしさ・楽しさ』と『健康・栄養』を両立した企業へ」「世界で独自の存在感を発揮できる

グローバル企業へ」「サステナブルな社会の実現に貢献し続ける企業へ」を10年後の当社グループのありたい姿と

定め、「営業利益率７％以上」「ROE10％以上」「海外売上高比率15％以上」を2029年３月期の数値目標に設定しま

した。
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・「森永乳業グループ10年ビジョン」

この考えのもと、2025年３月期までの３年間の「中期経営計画 2022-24」では、社会課題の解決と収益力向上の

両立を目指し、「事業の高付加価値化を通じた持続的成長の実現」、「将来を見据えた経営基盤のさらなる強化」、

「効率性を重視した財務戦略」の３つを基本方針に定め、取り組んでいます。また、合わせて「サステナビリティ

中長期計画2030」を制定し、「食と健康」「資源と環境」「人と社会」の３つのテーマにより2030年の目標、KPIを

定め、経営の根幹に据えるとともに、中期経営計画と相互に連動させながら取り組みを進めています。

中期経営計画の最終年度（2025年３月期）の数値目標については、売上高5,700億円、営業利益300億円、親会社

株主に帰属する当期純利益190億円、売上高営業利益率5.3％、ROE（自己資本利益率）7.0％、海外売上高比率12.3

％としています。（2024年５月14日時点）

・「中期経営計画 2022-24」全体像
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・「サステナビリティ中長期計画2030」

中期経営計画の基本方針の１つ目「事業の高付加価値化を通じた持続的成長の実現」におきましては、①栄養・

機能性食品事業、②主力食品事業、③ＢtoＢ事業、④海外事業の４本の柱それぞれを拡大させるとともに、特に

「健康５領域」商品の拡大による横断的な健康価値提供の加速、当社独自の機能性素材・菌体の再飛躍、海外事業

のポートフォリオ変革を進めています。事業活動を通じ「健康価値」と「おいしさ・楽しさ価値」を提供し、生活

者の「健康」と「幸せ」に貢献してまいります。

基本方針の２つ目「将来を見据えた経営基盤のさらなる強化」におきましては、構造改革、戦略投資、資産活用

の観点からそれぞれ取り組みを進めています。構造改革として、外部環境変化への耐性強化などに取り組んでいま

す。戦略投資として、研究開発機能の強化や、10年ビジョンを見据えた成長投資・環境関連投資などを進めていま

す。資産活用の観点では、知的財産基盤の強化や、国産乳資源活用の推進を図っています。

基本方針の３つ目「効率性を重視した財務戦略」におきましては、成長投資の戦略的な実行、株主還元と財務体

質にも留意した資金活用を目指すとともに、合わせて資本効率の視点を重視したROE改善を進めています。株主還元

につきましては、財務の健全性、内部留保の重要性に留意しつつ、安定的かつ長期的な配当を実施することを基本

方針とし、具体的には配当性向を30％（一過性要因を除く）とすることを目標にしています。合わせて総還元性向

も意識した対応を実施してまいります。なお、保有する自己株式につきましては、基本的には消却しますが、将来

の柔軟な資本政策に備えて一部を保有します。

加えて、2024年５月に「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」を発表しました。ステークホル

ダーの期待に応え、持続的な成長と中長期的な企業価値向上を実現するために「収益力・効率性の向上」、「バラ

ンスシート方針のアップデート」、「IR・コーポレートガバナンスの強化」の３点に取り組み、さらなるROEの向

上、PBRの改善を目指してまいります。なお、本方針を踏まえ、「バランスシート方針のアップデート」に基づく株

主還元強化策として、自己株式の取得と消却（2024年５月～10月取得：293万株、100億円）、一株当たり年間配当

金の増額（2025年３月期：90円予想、前期比30円増）、中間配当制度の導入を実施しました。

「中期経営計画 2022-24」における事業分野別（４本の事業の柱）業績概況

① 栄養・機能性食品事業：ヨーグルトは健康志向の高まりを背景に「ビヒダスヨーグルト」が好調に推移し、機

能性ヨーグルトや「パルテノ」などの拡大にも継続して注力しました。育児用ミルクなどの栄養食品、流動食

などを扱う森永乳業クリニコ社の寄与もあり、事業全体では増収となりました。また、中長期的な成長を見据

え、ビフィズス菌等のプロモーションの強化にも継続的に取り組んでいます。

利益面では、原材料価格の上昇の影響やオペレーションコスト増加の影響を受け、プロダクトミックスの改

善、コスト削減などに努めましたが、販売促進費等の増加もあり事業全体では減益となりました。

栄養・機能性食品事業 売上高 99,126百万円 （前年比 2.4％増）

栄養・機能性食品事業 営業利益 4,759百万円 （前年差 1,425百万円減）
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② 主力食品事業：原材料価格の上昇の影響や、オペレーションコストの増加の影響を受けましたが、ビバレッ

ジ、アイスなどの価格改定効果や、「マウントレーニア」などの高付加価値商品の拡大によるプロダクトミッ

クスの改善、コスト削減などに努め、事業全体では増収増益となりました。

主力食品事業 売上高 139,219百万円 （前年比 1.3％増）

主力食品事業 営業利益 10,121百万円 （前年差 44百万円増）

③ ＢtoＢ事業：底堅い需要や価格改定効果を背景に業務用乳製品が伸長し、事業全体でも増収となりました。

また、菌体をはじめとする当社保有の機能性素材の拡販にも継続して努めています。

利益面においては、原材料価格の上昇の影響や、オペレーションコストの増加の影響などにより減益となり

ました。

ＢtoＢ事業 売上高 76,323百万円 （前年比 3.6％増）

ＢtoＢ事業 営業利益 3,596百万円 （前年差 321百万円減）

④ 海外事業：前第１四半期に大きく拡大したMILEI GmbH（ミライ社）の反動減の影響はありましたが、米国の

Morinaga Nutritional Foods, Inc.（MNF社）が増収となり、菌体の輸出も堅調に推移するなど、事業全体で

は増収となりました。

利益面においては、当第３四半期３ヵ月間（10～12月）ではMILEI社や菌体などの貢献により事業全体で増益

となりましたが、累計期間においては、MILEI社の前期の拡大からの反動減が第１四半期に大きく影響したこ

とやその他の子会社の回復の遅れなどにより減益となりました。

海外事業 売上高 49,984百万円 （前年比 3.3％増）

海外事業 営業利益 4,530百万円 （前年差 262百万円減）

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末の資産の部は、「現金及び預金」が減少したことなどから、合計では前連結会計年

度末に比べ、217億８千１百万円減の5,442億１千６百万円となりました。

負債の部は、「コマーシャル・ペーパー」が増加した一方、「未払法人税等」や「退職給付に係る負債」が減少

したことなどから、合計では前連結会計年度末に比べ、188億４千１百万円減の2,650億２千万円となりました。

純資産の部は、「利益剰余金」の減少などにより、合計では前連結会計年度末に比べ29億３千９百万円減の2,791

億９千６百万円となりました。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の49.0％から50.4％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の連結業績予想につきましては、2024年11月８日に公表の内容から変更はありません。

2025年３月期通期業績見通し

2025年３月期予想 対前年増減率

連結売上高 560,000百万円 2.4％

連結営業利益 28,500百万円 2.4％

連結経常利益 28,200百万円 0.3％

親会社株主に帰属する当期純利益 18,000百万円 △70.6％

（その他重要経営指標）

売上高営業利益率 5.1％ -

ROE（自己資本利益率） 6.6％ -

海外売上高比率 12.7％ -
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2025年３月期営業利益増減要因見通し （）は下期計画

「中期経営計画 2022-24」における事業分野別業績見通し（2025年３月期）

2025年３月期予想 対前年増減率（差）

栄養・機能性食品事業 売上高 130,000百万円 2.1％

栄養・機能性食品事業 営業利益 6,000百万円 745百万円

2025年３月期予想 対前年増減率（差）

主力食品事業 売上高 178,000百万円 1.9％

主力食品事業 営業利益 10,500百万円 1,476百万円

2025年３月期予想 対前年増減率（差）

ＢtoＢ事業 売上高 98,100百万円 1.8％

ＢtoＢ事業 営業利益 4,700百万円 239百万円

2025年３月期予想 対前年増減率（差）

海外事業 売上高 71,000百万円 17.5％

海外事業 営業利益 6,300百万円 132百万円
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 64,528 23,315

受取手形、売掛金及び契約資産 75,174 82,494

商品及び製品 55,014 52,923

仕掛品 1,603 1,746

原材料及び貯蔵品 23,571 22,900

その他 9,677 18,143

貸倒引当金 △531 △428

流動資産合計 229,039 201,095

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 85,691 84,312

機械装置及び運搬具（純額） 95,991 94,114

土地 53,012 52,975

その他（純額） 34,264 42,021

有形固定資産合計 268,960 273,423

無形固定資産

のれん 10,214 9,565

その他 17,107 16,929

無形固定資産合計 27,321 26,494

投資その他の資産

投資有価証券 26,405 28,602

その他 14,327 14,642

貸倒引当金 △56 △42

投資その他の資産合計 40,677 43,203

固定資産合計 336,958 343,121

資産合計 565,998 544,216
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 57,240 57,801

電子記録債務 5,367 4,236

短期借入金 4,519 9,331

1年内返済予定の長期借入金 7,593 10,430

コマーシャル・ペーパー － 10,000

1年内償還予定の社債 10,000 15,000

未払法人税等 24,455 2,790

未払費用 42,096 37,046

預り金 19,560 20,816

その他 21,850 17,238

流動負債合計 192,682 184,693

固定負債

社債 45,000 50,000

長期借入金 14,199 10,109

退職給付に係る負債 21,664 9,674

その他 10,315 10,543

固定負債合計 91,179 80,326

負債合計 283,862 265,020

純資産の部

株主資本

資本金 21,821 21,821

資本剰余金 19,998 19,999

利益剰余金 233,741 229,462

自己株式 △14,241 △15,344

株主資本合計 261,320 255,938

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 11,940 13,495

繰延ヘッジ損益 46 97

為替換算調整勘定 2,936 3,653

退職給付に係る調整累計額 822 902

その他の包括利益累計額合計 15,746 18,149

新株予約権 116 108

非支配株主持分 4,951 5,000

純資産合計 282,135 279,196

負債純資産合計 565,998 544,216
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 423,256 430,721

売上原価 319,562 326,530

売上総利益 103,693 104,190

販売費及び一般管理費 75,700 78,701

営業利益 27,993 25,489

営業外収益

受取利息 23 89

受取配当金 886 1,290

受取家賃 212 257

為替差益 698 －

その他 643 853

営業外収益合計 2,464 2,490

営業外費用

支払利息 908 1,077

持分法による投資損失 101 259

デリバティブ評価損 518 －

為替差損 － 183

その他 412 415

営業外費用合計 1,940 1,935

経常利益 28,517 26,043

特別利益

固定資産売却益 65,761 49

投資有価証券売却益 19 95

その他 146 －

特別利益合計 65,927 145

特別損失

固定資産処分損 445 586

公益財団法人ひかり協会負担金 1,380 1,380

建替関連損失 252 1,654

その他 412 218

特別損失合計 2,491 3,839

税金等調整前四半期純利益 91,952 22,349

法人税等 29,193 7,614

四半期純利益 62,759 14,735

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

60 △4

親会社株主に帰属する四半期純利益 62,699 14,740
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 62,759 14,735

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,964 1,560

繰延ヘッジ損益 45 58

為替換算調整勘定 3,383 764

退職給付に係る調整額 191 80

持分法適用会社に対する持分相当額 22 3

その他の包括利益合計 5,607 2,467

四半期包括利益 68,367 17,202

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 68,600 17,143

非支配株主に係る四半期包括利益 △233 59
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

当社は、2023年５月15日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,856,400株の取得を行っております。この取得

により、自己株式が9,999百万円増加しております。

また、2023年11月17日付で自己株式1,856,400株の消却を行っております。この消却により、利益剰余金が9,999

百万円、自己株式が9,999百万円それぞれ減少しております。

これらのことなどにより、当第３四半期連結会計期間末において、利益剰余金は235,234百万円、自己株式は

14,243百万円となっております。

当第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

当社は、2024年５月14日開催の取締役会決議に基づき、自己株式2,932,800株の取得を行っております。この取得

により、自己株式が9,999百万円増加しております。

また、2024年11月15日付で自己株式2,932,800株の消却を行っております。この消却により、利益剰余金が9,999

百万円、自己株式が9,999百万円それぞれ減少しております。

これらのことなどにより、当第３四半期連結会計期間末において、利益剰余金は229,462百万円、自己株式は

15,344百万円となっております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当社(提出会社)及び連結子会社において当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度

の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算する方法によっております。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から

適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用

後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四

半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。
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（セグメント情報の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自2023年４月１日 至2023年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３食品

売上高

外部顧客への売上高 404,591 18,665 423,256 － 423,256

セグメント間の内部売上高
または振替高

162 3,763 3,926 △3,926 －

計 404,754 22,428 427,183 △3,926 423,256

セグメント利益 35,621 1,402 37,024 △9,031 27,993

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飼料、プラント設備の設計施

工、不動産の賃貸などが含まれております。

２．セグメント利益の調整額△9,031百万円には、事業セグメントに配賦していない全社費用△8,617百万円、セ

グメント間取引消去△413百万円が含まれております。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．前連結会計年度において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前第３四半期連結累計期

間のセグメント情報については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映しております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自2024年４月１日 至2024年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３食品

売上高

外部顧客への売上高 412,708 18,012 430,721 － 430,721

セグメント間の内部売上高
または振替高

195 5,720 5,916 △5,916 －

計 412,903 23,733 436,637 △5,916 430,721

セグメント利益 32,876 2,007 34,883 △9,394 25,489

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飼料、プラント設備の設計施

工、不動産の賃貸などが含まれております。

２．セグメント利益の調整額△9,394百万円には、事業セグメントに配賦していない全社費用△8,555百万円、セ

グメント間取引消去△839百万円が含まれております。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額並び

に負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日
至 2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年12月31日）

減価償却費 16,859百万円 18,037百万円

のれんの償却額 771 793

負ののれんの償却額 47 45

(注) 前連結会計年度において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前第３四半期連

結累計期間の減価償却費及びのれん償却額については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させ

ております。


